








その他のタイトル “Ninbucha” in Yaeyama and the Acceptance of
Buddhist Chanting and the Change in Funeral



















































































八重山各地に伝えた O 念仏を八重山に伝えたのも士族であるといわれている O 八重山では盆に
祖先祭詑として音曲を伴うアンガマが行われ、最後の日にはシシマイが演じられるが、そのと













念仏者の存在は王府の政策的なものではなかったかという〔森田 2007 p.455J 0 新城・森田に
よると、石垣島の伝承ではほとんど各字に一人ずつ念仏者がいた。各字の念仏者は人頭税、公
事が免除されていた O 葬式に参加する報酬としては、多くの場合各字所有の念仏間を耕作しそ







間をおきつつ鉦を叩いた O さらに、葬列の後方から鉦を叩きながら墓所まで従った o (森田














-Jって、うまくできておったよ o (叩くのはみんなに知らせるため?)そうでしょ o (叩
く人はナミアミダブツといいましたか?)わからん、子供の頃叩くの見ただけで、言うか
も知れんね、最初に、言ったかもしれんね。お墓まで付いてきたと思う O お墓に着いても











打つから 肝驚き 胸騒ぎをしなさらずに 今日をりっぱにあらせてください)
また、石垣島大浜では、念仏者は墓口を開ける儀礼として次の念仏経を唱えたという orキイ
香、カイ香、クダキ香、タタキ香タカバ、受取リタボリ、肉ヤ地神チヌイシトウナリ、目玉ヤ


























年頃までは念仏鐘を叩いて部落民に死を知らせたjという記述がある〔運動 1988 p.143J 0 黒
島で最も大きい東筋部落では、 f葬式にはナムマイダはない。坊さんは来ないjというが、「昔


























のチジ 1)が顔いをしたという O イ中本部落の富良哲行氏(昭和21年生まれ)もチジリが願いをした
という D 最近ではツカサが願いをしたこともあったという o Iツカサやチジ 1)は神役なので葬式
には関係しないjという人々もいるが、「顔いの言葉はできる人がやればいいjという人もい
るO
竹富島では、「念仏は死骸を間った幕の外側で鐘を打ちお経をあげるJ(亀井 1990 p.384 J 
という O また、入棺後の告別式では、「部落ごとに置かれた念仏係りが念仏を唱え、念仏鉦を鳴






































は、「オッサレ -J を三回唱え、限っている土の神を起こし、「今日は~の日 ~J と内容を申し





















































人間の一生に一回のものであるからjといって、その 4名の中から後任を選んだという O 最後
のサイシは大正8年生まれの南部落のT氏であった。勝連氏の長男・隆生氏(昭和22年生まれ)
によると、 T氏が亡くなった後、公民館の役員が後継者を探そうとしたが探しきれなくて現在に











血を入れた汁を一向に配ったが、これを血鍋といった〔酒井 1954 p.58J 0 貧乏人は牛を持
たないので回熔と牛を交換したという〔宮良 1972 p.80J 0 しかし、勝連氏は「葬式のとき
















































「波照i笥島調査報告J(r日本民俗学j第 2巻第 2号収録 1954年)、宮良高弘 f波照間島民俗誌j
(1972年)、住谷・クライナー[パテイローマ (2)J(L思想、 No.616j収録:1975年)、加屋本正
















(白位牌)を置き香をたく O 部屋には黒い幕を張る O
棺を作るのは大工仕事のできる人なら誰でもいい。だが、最初はカドのいい人が手をかける O










































まな習俗が行われた O 波照i習島ではこの臼はミダチィと呼ばれた。 崎山氏によるとミダチィは
家族でなくて別の入、日取りのいい女の人が白い若物を着て行ったというへご馳走をもって墓





















































































である O 勝連氏によると、「こっちがあんたのグショーですよ O こっちから一歩も出ることはで
きない。しかし家から合図があっeた場合はお供しますからいらっしゃい」と、“前もってピシャ

















































































































・新城敏男 1973年 「宗教(2 )仏教の伝播と信仰Jr八重山の社会と文化j 木耳社
-池宮正治 1990年 f沖縄の遊行芸ωチョンダラーとネンブチャ-J ひるぎ社
-池関栄三 1991年 (1959年初版 r与那国の歴史j 池間百
-石垣市総務部市史編集室 1991年 f石垣市史叢書 1 慶来慶田城由来記・富J1親方八重山島
諸取締帳j 石垣市役所
1998年 『石垣市史叢書8 参遺状抜書上巻j石垣市役所
1994年 『石垣市史叢書6 山揚姓大宗系図家諮 上官姓大宗系図
家譜長栄姓小宗系図家譜錦芳姓小宗系図家譜j 石垣市役所
1999年 f石垣市史叢書13 八重山島年来記j 石垣市役所
-上瀬頭 亨 1976年 f竹富島誌 民話・民俗編j 法政大学出版局
-運動武三 1988年 『黒島誌j 私家版
-亀井秀一 1990年 f竹富島の歴史と民俗j 角川書庖
-108-
-加屋本正一 1978年 f波照間島j私家版
-喜舎場氷均 1977年 「八重山列島の葬礼習俗Jr八重山民俗誌J612--636 沖縄タイムス社
・窪 徳忠 1981年 f中国文化と高島j 第一書房
-古谷野洋子 2010年 f八重山のカママーリに関する l考察-波照間島の事例から-J r沖縄
文化研究 36号J275~316 法政大学沖縄文化研究所
・コルネリウス・アウエハント 2004年 rHATERUMA 波照鶴『南琉球の島艇文化にお
ける社会=宗教的諸相j 格樹書林
-酒井卯作 1954年 「波~空間島調査報告J r自本民俗学 2 -2 j43~61 自本民俗学会
1987年 『琉球列島における死者祭柁の構造j 第一書房
-酒井正子 2005年 f奄美・沖縄 突きうたの民俗誌j 小学館
-佐喜真輿英 1925年 『シマの話j 郷土研究社
-島尻勝太郎 1978年 「ネンブチャ-J r沖縄の外来宗教"その受容と変容情 J183~215 第一
書房
-島袋源七 1927年 『山原の土俗j 郷土研究社
-住谷・クライナー 1975 Iパティローマ(2 ) J r思想、 No.616J 75~95 岩波書j苫




-竹富町史縞集委員会 20ω年 f竹富町史 第10巻 資料編 近代 5 波照間島近代資料集j
竹富町役場
-田場由美雄 1992年 「沖縄のニンブチャー・チョンダラーJa漂白する眼差しJ243~299 
新耀社
-名嘉真立勝 1989年 「沖縄の葬送儀礼Jr環中国海の民族と文化 第3巻 祖先祭配J223~ 
252 意見風社
-名嘉真宜勝・恵原義盛 1979年 『沖縄・奄美の葬送・墓寄り明玄書房
-原 知章 2000年 f民俗文化の現在 沖縄・与那国島の「民族Jへのまなざしj 開成社
・外関守善・波照間栄吉 1997年 『琉球国由来記j角)1書庖
-外関守善・宮良安彦 1979年 f南島歌謡大成 W八重山編j角川書店
-本田昭正編 2004年 f波照間島の歴史・伝説考ー仲本信幸遺稿集j私家版
-森田孫栄 2007年 f葬制Jr石垣市史各論編民俗下J443--487 石垣市役所
・宮良高弘 1972年 f波照関島氏俗誌j 木耳社
-与那国町史編纂委員会事務局 2010年 『与那国町史第二巻 民俗編 黒潮源流が刻んだ島・
どうなん 国境の西を限る世界の、生と死の位相j与那国町役場

























































向けて倒しておき、その上へ杵を両方から立てかけた〔亀井 1990 p.385J 0 
22黒島では、亡くなって 3日自に願いをするのをミッカショーコーという O 墓には行かない。
「家の掃除さ、この家が汚れているでしょ O これをお被いする意味だよ O 三日でこっちのお蹴






























除けをした〔宮城 1982 p.466J 0 竹富島では道路に立っている人は魔除けの植物としてダン
チクやミカンの枝をめいめいが持ち、枢が通る前にはこれらの枝で叩いて悪霊を払ったとい
う〔上瀬頭 1976 p.l31) 0 このように、念仏者がダンチクの枝葉で禽を叩き、悪霊被いをす
る行為は、以前は行列を見ていた人々が行ったのである O 念仏者を受容した人々は、自分た
ちが行っていた魔除けの習俗を念仏者に託したことがわかるO
31このような音による厄払いと浄化の習俗は沖縄一帯にあると考えられるが、筆者は実際に調査
した八重山の事例のみを挙げた。
32上瀬頭院主によると、竹富島では“別れの水杯"というという O
33アウエハントも波照間の地の神の媛昧な性格について指摘している〔アウエハント 2004 
p.318) 0 
